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Windows NT 3.5はクライアント用とサー

バー用の2つの製品構成

Daytonaのコードネームで知られていた

Windows NTの新バージョンは「Windows

NT 3.5」と名付けられ、クライアント用の

「Windows NT Workstation 3.5」とサーバ

ー用の「Windows NT Server 3.5」の2つ

の製品ラインナップで登場した。

これまでのWindows NT バージョン3.1

は、インテル以外のCPU上でも動作すると

いうメリットはあったものの、Windows 3.1

と比べて実行速度が遅い、ディスクやメモ

リなどのリソースを多く必要とするなどの

理由から、普及については「いま一歩」と

いった感があった。

それがWindows NT 3.5になって、パフ

ォーマンスが大幅に向上した。またNet-

Wareのクライアント機能やTCP/IPプロト

コルを標準装備するなど、ネットワーク機

能も一段と強化された。Windows 3.1と比

較すると、機能が充実している分だけ重く

なっているが、Pentiumやi486DX-66など

パワーのあるCPUと十分なメモリを搭載し

たパソコンなら、その機能を十分に発揮で

きる。とくにインターネットユーザーには、

魅力ある製品となった。

OS/2 Warpバージョン3の最初のリリース

はエントリーレベル版

32ビットOSとして長い歴史を持つOS/2

だが、ずっとIBMのパーソナルコンピュー

イ ン タ ー ネ ッ ト に 対 応 し て き た

最新パソコンOS
昨年の暮れから今年の初めにかけて、Windows NT 3.5、OS/2 Warp、漢字Talk 7.5
と、新バージョンOSの発表が相次いだ。いずれも、32ビットプロセッサやRISC
プロセッサのための、新世代のOSである。そこで、これらのOSについて、ネット
ワーク機能を中心にして紹介する。また、発売前だが期待が集まっているWin-
dows 95についても現在わかっている情報を紹介する。
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INTERNET MAGAZINE No.4 081

product           showcase

タだけをサポートしてきたことで、とくに個

人ユーザーにとってはあまり縁がなかった。

ところが、前のバージョン（OS/2 2.11J）

からIBM互換機もサポートするようになり、

またベータ版のCD-ROMがいくつかの雑誌

で付録になったこともあって、OS/2のユー

ザーが急に増えた。

そしてこの新バージョン「OS/2 Warpバ

ージョン3」では、i386SXまたはそれ以上

のプロセッサ、最小5ＭＢのメモリで動作

するなど、必要なリソースを大幅に削減し

てパフォーマンスの向上が図られている。

また、標準添付される「ボーナスパック」

には、IBM Internet Connection for OS/2

というインターネットへの接続ソフトを含

む数々のツールが含まれていて、ほかにソ

フトを購入しなくてもインターネットへの

アクセスが可能になっている。

5月にはWin-OS2の機能を含みWindows

およびDOSを同時にインストールする必要

のない「OS/2 Warpバージョン3 with Win-

dows」が出荷される予定だ。

漢字Talk 7.5はインターネットやNIFTY-

Serveにもアクセス可能なアップルメールを

装備

アップルコンピュータも漢字Talk 7.5の

リリースを開始した。これまでの漢字Talk

7.1と比べると、大幅な設計上の変更はな

く、概して、ツール類を充実させて操作性

を向上させたバージョンアップといえる。

新しい機能としては、これまでプリンタ

ーやディスクの共有のために使われていた

LocalTalkに電子メールの機能を追加した

PowerTalk、従来のQuickDrawの機能を

強化し、また文書アイコンをプリンターア

イコンに重ねるだけで印刷できるなどの機

能を備えたQuickDrawGXが挙げられる。

さらに、PowerTalkでは、標準装備の電

子メールソフト「アップルメール」の拡張

機能モジュールとして「Mail*Link Internet

for PowerTalk」が提供され、インターネ

ットとのメールのやりとりもできる。

Windows 3.1の次期バージョン、Win-

dows 95はネットワーク機能を標準装備

これまではChicagoのコードネームで知

られていたWindows 3.1の次期バージョン

「Windows 95」の日本語版は今年の暮れ頃

に登場する予定だ。すでに関係者にベータ

リリースが出荷されているので、ここでは

このベータ版に基づいてレビューした。

Windows 3.1とは、見かけも内容も大き

く変わった。たとえば、Windows 3.1はキ

ャラクタベースのMS-DOSにウィンドウの

機能を付け加えるものだったが、Windows

95はこれを一体化、Macintoshのようにウ

ィンドウ環境を備えたGUI OSとなった。

またこのWindows 95は、ネットワークへ

の接続を前提として設計されているのも、

これまでと大きく異なる。IPX/SPX、

TCP/IP、NetBEUIなどのプロトコルをサ

ポートし、NetWareやLan Managerなどが

利用できるなど、さまざまなネットワーク

環境に対応可能になっている。

最終的な商品構成は未定だが、業界ウ

ォッチャーによればWWWブラウザが標準

装備になるらしい。

インターネット用アプリケーションをプレゼ

ント。ボーナスパックvs.パスポートキット

のうれしい対決

OS/2 Warpには、「ボーナスパック」と

いうインターネットのアクセスツール、FAX

ソフトなどが含まれたパッケージが標準添

付されている。

一方、本誌の今月号に付属のCD-ROM

には、Windows NT 3.5上で使用できるイ

ンターネットアクセスツール「パスポートキ

ット」が添付されている。OS/2 Warpの

「ボーナスパック」に影響されたようにも思

えるが、このキットにも数々のインターネ

ット用ツールがパックされた「INTERNET

OFFICE」が添付されている。

これまでWindows用のインターネットツ

ールとして販売されていたものをWindows

NT 3.5対応にしてプレゼントするという、

なかなかうれしい企画である。

漢字Talk 7.5には、ボーナスパックやパ

スポートキットのようなプレゼントはない

が、優れたフリーソフトやシェアウェアが

数多いので、実際には不自由なくインター

ネットアクセスできるだろう。

WindowsNT 3.5 Windows95（ベータ版） OS/2 Warp 漢字Talk 7.5

TCP/IPドライバ WinSock WinSock ボーナスパック* MacTCP

PPP 標準添付 標準添付 ボーナスパック

TELNET 標準添付 標準添付 ボーナスパック

FTP 標準添付/パスポートキット ? ボーナスパック

Gopher パスポートキット ? ボーナスパック

WWWブラウザ パスポートキット ? ボーナスパック

電子メール パスポートキット ? ボーナスパック 特別付録

ニュースリーダー パスポートキット ? ボーナスパック

* OS/2のネイティブモードドラ
イバおよびWinSockコンパチ
ブルのTCP/IPドライバ。ただ
しSLIP、PPPでのみ使用でき
る。
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プリエンプティブなマルチタスキングを実現

Windows NT 3.5の大きな特徴として、

「プリエンプティブなマルチタスキング」が

挙げられる。これは、決められた時間で動

作するプログラムを強制的に切り替えるマ

ルチタスキング方式であり、たとえ1つのタ

スクが止まってしまっても次のタスクに移

ることができる。またメモリ保護も行われ

ているので、1つのプロセスの暴走が他のプ

ロセスやシステムを破壊するようなことは

ない。高い信頼性が要求されるようなシス

テムには、欠かせない機能である。

また、1つのプログラム内で動作単位を

細分化できる「マルチスレッド」をサポー

トしているので、データ領域を共有しなが

ら複数のスレッドを並列に動作させること

ができる。

この機能を使うと、高度なアプリケーシ

ョン間のデータの共有が実現できる。

さらに、マルチプロセッサに対応してい

るので、プロセッサを追加可能なマザーボ

ードではCPU を追加するだけで処理能力を

向上させることができる。プロセッサは

Intel 製品ばかりでなく、R4000、Alpha な

ど各種のCPUに対応している。したがっ

て、目的に応じてハードウェアが選択でき、

Windows NT の利用範囲も広がる。

先進的なTCP/IPネットワーク機能

Windows NT 3.5では、TCP/IP プロトコ

ルにおいて、「DHCP」と「WINS 」とい

う2つの注目すべき機能がサポートされてい

る。

DHCPは、 BOOTP というIP アドレス

割り当て方法のスーパーセットで、DHCP

サーバーに利用可能なIP アドレスをプール

しておき、クライアントがIP アドレスを要

求してきたときにサーバーがアドレスを貸し

出す仕組みである。

これまでのホストでは、事前に固定的な

IP アドレスを設定する必要があったが、こ

の機能を使用すると、ダイナミックなIP ア

ドレスの利用が可能になる。モバイルコン

ピューティングなどのIPアドレス割り当て

の方法として注目されているものである。

とはいえ、実際のネットワークでは、す

べてのクライアントがDHCP をサポートし

ているとは限らないので、Windows NT 3.5

では固定的なアドレスを割り当てることも

Windows
NT™ 3.5

Windows
NT™ 3.5

DHCPクライアント

WINSサーバー

マイクロソフト 03-5454-2300
Windows NT Workstaion 3.5
CD-ROM版　38,800円　FD版46,800円
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できるようになっている。

一方 WINS (Windows Internet Name

Server)は、DHCPで動的に管理されるホ

スト名とIP アドレスのマッピング情報を管

理する分散データベース用のプロトコルで

ある。WINS サーバーを使用すると、ホス

ト名でWindows NT 3.5と通信が可能にな

る。 また Windows NT 3.5は、 DNS

（Domain Name System）にも対応してい

るので、UNIX サーバーでホスト名とIP ア

ドレスの対応を管理することも可能だ。

RASでインターネットへのアクセスも可能

Windows NT 3.5では、 RAS（Remote

Access Service）機能によって、公衆回線

からのリモートアクセスを可能にしている。

このプロトコルにPPPおよびSLIPが採用さ

れているので、同じプロトコルを使用して

いるネットワークサービスプロバイダーへの

ダイアルアップ接続にも利用できる。モデ

ムの接続速度は57600 bps まで対応してい

るので、V.FAST やV.34 などの高速モデム

やISDNのTAを接続しても性能を十分に発

揮できる。また、インターネットのアプリ

ケーションとして、TELNET、FTP、FTP

サーバーを標準装備していて、FTPサーバ

ーはanonymous FTPもサポートしている。

Windows NT パスポートキット

INTERNET OFFICEには、WWWブラ

ウザ、TELNET、FTP、電子メールソフ

ト、ニュースリーダー、Gopherクライアン

トなど、インターネットの基本ツールはす

べて揃っているので、ほかにソフトを購入

しなくても楽しむことができる。

●AIR Mosaic

AIR Mosaicは、フォルダーやサブフォル

ダーを作成できるホットリスト機能を装備

している。また、ドキュメント以外のコン

ソール情報をすべて画面から消してドキュ

メントの表示スペースを大きくする「キオ

スクモード」というユニークな機能を備え

ている。

●ネットワークファイルマネージャー

INTERNET OFFICEのFTPは、「ネット

ワークファイルマネージャー」と名前が付

けられているように、Windowsのファイル

マネージャーと同様の操作ができるように

なっている。リモートファイルをWindows

NTのデスクトップへドラッグアンドドロッ

プでダウンロードしたり、逆にデスクトッ

プからリモートホストにアップロードしたり

することができる。

AIR News

AIR Mosaic

AIR FTP

AIR Gopher
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OS/2®

Warp
OS/2®

Warp

IBM Dial-Up for TCP/IP

IBM Internet Dialer

Windows対応のインターネットアプリケー

ションも動作可能

OS/2 Warp バージョン3には、ネットワ

ーク機能が組み込まれていない。というの

は、OS/2 Warpパッケージには4種類の製

品があり、今回出荷されたOS/2 Warpは、

基本的にスタンドアローンで使用するため

の製品だからだ。今後出荷される上位バー

ジョンのOS/2 Warp Clientはネットワーク

での使用を前提としていて、もちろん

TCP/IP機能は標準装備される。

そこで、このOS/2 Warpでは、インター

ネットへのアクセスを可能にするためのボ

ーナスパックが添付されていて、この中に

はTCP/IPドライバ機能を持った「IBM

Internet Connection for OS/2」が含まれ

ている。これを使うと、PPPまたはSLIPに

よってネットワークサービスプロバイダーに

接続することが可能になる。

またOS/2上にWindowsの機能を実現す

るWIN-OS/2によってWinSockにも対応し

ているので、Windowsのインターネットア

プリケーションも動作可能である。

ただ注意しなければいけないのは、LAN

サーバーなどのTCP/IP製品と、ボーナス

パックのTCP/IP製品は共存できないこと

である。もし、すでにLAN のために

TCP/IPドライバが組み込まれている場合

は、これを削除してからボーナスパックを

インストールすることが推奨されている。

すでにTCP/IPによるLANが敷設されて

いる場合には、ボーナスパックのアプリケ

ーションだけを利用すればよい。

IBM Internet Connection for OS/2 

次 に「 IBM Internet Connection for

OS/2」のいくつかのソフトについて紹介す

る。

●IBM Internet Dialer

“IBMインターネット接続サービス”に

接続するための製品である。起動すると自

動的にダイアルアップして接続するように

設定することができる。

接続時には刻々と状況を図示するので、

接続できない場合、何が原因なのかがすぐ

わかるようになっている。また、詳細なト

レースも表示される。

設定ダイアログでは、電話番号やモデム

などを設定する。電話番号やモデムリスト

日本アイ・ビー・エム 0120-04-1992
OS/2 Warp バージョン3
CD-ROM版　14,200円　FD版34,000円
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NewsReader/2 Gopher

WebExplorer

FTP-PM

のダウンロードもできる。

●IBM Dial-Up for TCP/IP

IBM Internet Dialerよりは機能が省略さ

れているが、PPP で他のサービスプロバイ

ダーへ接続することができる。

画面中段には登録したホストの一覧が表

示され、目的のプロバイダーを選択する。

またウィンドウ下部には接続状況がスクロ

ールバー付きで表示される。

SLIPとPPPのどちらを使用するか、タイ

ムアウト時間などの設定が可能だ。

●WebExplorer

WWW のブラウザである。基本的なブラ

ウザ機能はすべて網羅していて、漢字も正

しく表示できるので快適である。

WebMapで自分のアクセスしたサーバー

の「マップ」を作成しておくと、あとでそ

のサーバーを参照でき、マウスでクリック

するだけでそのホームページへ移動できる。

日本語の文字コードは、OS/2 DBCS か

EUC が選択でき、またキャッシュする文書

数やイメージ数も設定できる。

●FTP-PM

PM （Presentation Manager）上で動

作する FTP である。 MS-Windows や X-

Windows 上で動作する数々のグラフィカル

なFTP と比較しても、FTP-PM は秀逸な

できばえである。

FTP-PM のウィンドウは大きく上下2つ

に分かれていて、上部はローカルなディレ

クトリを指定する。

下部のウィンドウには、FTP で「ls -l 」

を実行した結果がスクロールバー付きで表

示される。また、リモートファイルのファ

イル名をダブルクリックすると、ファイル

の場合はgetを、ディレクトリの場合はcd

を実行する。

転送中に表示されるダイアログには転送

したバイト数が表示されるが、できればパ

ーセント表示が欲しい。

●NewsReader/2

ニュースリーダーを使うには、ニュース

グループのリストが必要である。

メニューファイル/全ニュースグループの

リストを選択すると、ニュースグループの

全リストを検索後、NEWS.ALL を作成す

る。ニュースグループリストを新規に作成

するには、多少の時間がかかる。

ニュースグループを選択し、次に記事リ

ストの中から読みたい記事を選択すると、

記事ウィンドウにニュース記事が表示され

る。また記事ウィンドウでリターンキーを

押すと次の記事に移り、ESCキーで閉じ

る。タイトルおよび記事の検索機能も装備

している。
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MacTCPが標準装備になった

漢字Talk7.5からは、TCP/IPドライバで

ある「MacTCP」が標準装備になった。こ

れまでは、このMacTCPを手に入れるため

にスターターキットを購入した人も多くい

たが、これからはその必要はなくなったわ

けだ。

表示が日本語化されている以外は、これ

までの英語バージョンと変わらない。

Mail*Link Internet for PowerTalk

PowerTalk のアップルメールには、SAM

（Service Access Module）という機能拡張

モジュールを追加できるようになっていて、

これを使うとNIFTY-Serveやインターネッ

トと電子メールのやりとりができる。

インターネットに接続するためのSAMは

「Mail*Link Internet for PowerTalk」と呼

ばれ、特別付録として提供されている。

CD-ROM版の場合は、特別付録のPow-

erTalkフォルダーにあるStarNine Internet

GatewayのInstallerを起動してインストー

ルする。

インストール後は、インターネットに接

続するための各種の設定をする。

“アップル”メニューから“郵便とカタロ

グ”コマンドの“鍵束”を選択し、ここで

「PT/Internet」を開くと、ユーザーアカウ

ントやサーバーアドレスを設定するダイア

ログボックスが表示される。

さらに［Preferences］ボタンを押すと、

メールの到着をチェックする間隔、添付フ

ァイルの形式とエンコード方法、電子メー

ルの文字コード、ヘッダーやフッターの文

字列などが詳細な指定が可能だ。

なお、MacPPPは標準装備されていない

が、これをインストールしてMacTCPの設

定を「PPP」にすれば、ダイアルアップに

よるPPP接続もできる。

アップルメールでの

インターネットとのやりとり

以上の設定が完了すると、準備OKだ。

アップルメールを起動し、受取人アイコ

ンをクリックすると、種類ボックスに

「PT/Internet」の選択項目が現れる。イ

ンターネットに電子メールを出す場合は、

宛先を指定するときに、このPT/Internet

を選び、番地の欄に電子メールアドレスを

記入すればよい。

アップルメールでは宛先の区分は日本語

化されていて、「To:」は［宛］ ボタン、

「Cc:」は［写］ ボタンを押す。また

［option］キーを押すと［写］ ボタンが

［内］になって「Bcc:」を指定できる。

メールを送信するには、“メール”メニュ

ーから「送る…」を選択する。
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漢字Talk 7.5漢字Talk 7.5

アップルメール

Mail*Linkモニター

鍵束

Mail*Link Internet

アップルコンピュータ 0120-61-5800
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ネットワーク機能を標準装備

●32ビットの仮想デバイスドライバー

Windows 95のネットワークデバイスドラ

イバーは、すべて32ビットのプロテクトモ

ードで動作するので、リアルモードとの切

り替えによるパフォーマンス低下を避ける

ことができる。

●複数のプロトコルをサポート

Windows 95のプロトコルマネージャは、

複数のトランスポートプロトコルのロード

をサポートしていて、TCP/IP、IPX/SPX、

NetBEUIの各トランスポートプロトコルは

Windows 95に組み込まれている。

●Plug and Play対応

Windows 95のネットワーキングコンポー

ネントは、すべてが動的なPlug and Play動

作をするように設計されている。したがっ

て、たとえばPCMCIAネットワークアダプ

タが挿入されると、自動的にネットワーク

カードドライバーがロードされて動作可能

になる。また、その後ネットワークカード

を抜いてもそれを感知し、ハングすること

はない。

リモートアクセスゲートウェイを装備

Windows 95にはリモートアクセスゲート

ウェイが装備されており、これを使用する

と、PPPによるTCP/IP接続ができる。イ

ンターネットのNSPへのダイアルアップ接

続や、公衆回線を使ったリモートアクセス

などができる。

ネットワークセキュリティ機能を装備

Windows 95システムをブートすると、最

初にログオンダイアログボックスが表示さ

れ、ユーザー名とパスワード入力が要求さ

れる。

ここでのユーザー名とパスワードは、ネ

ットワークサーバーによって使用されてい

るのと同じものを設定することができる。

これによってネットワークアクセスや、PC

上の共有リソースへのアクセスに対するユ

ーザーレベルセキュリティなどの管理をす

ることができる。

※この評価は、Windows 95ベータ版によるもので、
製品版では変更されるかもしれません。

Windows™ 95Windows™ 95参考出品

モデムのプロパティ設定

ネットワークの設定

コントロールパネル

ネットワークパスワードの入力

ネットワークドライブの割り当て

マイクロソフト 03-5454-2300
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